
使用計測機器 

目的 
空調機の性能向上を狙いとして、室外機の冷媒配管に取付ける商品 
「エネフューチャー」を設置し、商品の取付け前後での電力や温度変化を 

  分析する事で、商品の効果（電力削減もしくは室温の低下）を 
  定量的に確認する 
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１．計測および商品取付けについて 

機種名 計測項目 分解能 
サンプリング

時間
外観 

電力ロガー 
×１ 

オムロン㈱製
ＺＮ－ＣＴＸ

電流 
瞬時電力 
積算電力 

１ｍＡ 
(0.001Ａ) 

１Ｗｈ 
(0.001kWh) 

３０ｓｅｃ． 

温度ロガー 
×４ 

Lascar 
Electronics Inc.製 

EL-USB-1 
温度 ０．５℃ ５ｍｉｎ． 

エネフューチャー取付け対象

記号 系統名 系統記号 メーカー 室外機型式 冷暖房能力 冷媒 冷媒量 

Ａ ＥＬＶホール PAC-601 ダイキン RZYP140AA １４ ｋＷ R410A 3.7kg 

Ｂ 
会議室1・監査役室 

専務室1,2・役員応接室 
PACM-601 ダイキン RQYP224AA ２５ ｋＷ R410A 21.4kg 

Ｃ 
事務室北側・社長室 

ロッカールーム
PACM-602-A ダイキン RQYP224AA ２５ ｋＷ R410A 17.9kg 

Ｄ 事務室南側 PACM-602-B ダイキン RQYP224AA ２５ ｋＷ R410A 17.9kg 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊株式会社様 本社ビル６Ｆの総務部執務室で稼働
する、下表のエアコン室外機合計４台にエネフューチャーを取付けて試験を行った 

禁無断引用・転載禁止　有限会社 イオン化学
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設置・取付け・計測開始日時 
温度ロガー： ２０１４年 ７月 ４日 １１時頃 
電力ロガー： ２０１４年 ７月１５日 １１時頃 
エネフューチャー： ２０１４年 ７月２５日 １１時半 

↓
計測終了： ２０１４年 ８月 ８日 １１時頃 

取付け商品 
㈲イオン化学製 「エネフューチャー」ジェルパック 

前述のエアコンＡ,Ｂ,Ｃ,Ｄの室外機 
計４台内部の冷媒配管に取付け 

Ａ：PAC-601 Ｂ：PACM-601 C：PACM-602-A D：PACM-602-B 

取付け前 

取付け後 

試験期間中の環境条件 
エアコンは、基本的には下記条件にて設定を固定していた。
ただし必要に応じ手動で設定を切り替えることは、制限していない。

温度： ２５℃ 
風量：  強 

禁無断引用・転載禁止　有限会社 イオン化学
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温度ロガー 設置箇所 

下に示す６Ｆ執務室の見取り図上Ａ,Ｂ,Cの各箇所および屋上１カ所(Ｄ)に設置した 

Ａ：エレベータホール脇 パーテション 
設置前 設置後 

B：執務室内中央部キャビネット 
設置前 設置後 

Ｄ 

ビル屋上 

C：執務室天井 空調吹き出し口 
設置前 設置後 

Ｄ：屋上、RP-11分電盤近く 
設置前 設置後 

目的：窓からの外気導入の監視 目的：室内温度の監視 

目的：空調機からの吹出し温度の監視 目的：外気温度の監視 

電力ロガー 設置箇所 
電力監視を目的に、ビル屋上分電盤RP-11内部に下図のように設置 
監視対象室外機は[Ｄ：事務室南側] 

設置前 設置後 

禁無断引用・転載禁止　有限会社 イオン化学
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２．結果概要 

今回の計測データを解析した結果、 
エネフューチャーの設置前後において、期間平均にして

約 ４１％ の空調消費電力削減効果 

が認められた。 

※ただし、これはサーモスタットの作動による停止もしくは弱運転が実施
されている場合の見通しとなる。
今回の試験中もそうであったように、空調機の容量不足等の理由で、
常時１００％の出力で稼働している空調機では、
夏は室温が下がる、冬は室温が上がる等の温度変化に対する
効果は期待できるが、電力削減の効果は得られない可能性がある。

禁無断引用・転載禁止　有限会社 イオン化学
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試験を行った６階執務室の空調機３台相当で 
この電力量削減率を見込むと、 

同様のワンフロア分の電気代にしておよそ 

年間 約 ２８万円※１ の削減見通しとなり、

※１：電気代の計算は従量部分のみ。電力単価を￥２０/ｋＷｈとした
※２：設備一覧より、ビル全体の空調機の能力値合計を1,５００ｋＷと算出

ビル全体（ＭＸ様使用フロアのみ）で 
この電力量削減率を見込むと、 

年間 約 ５６０万円※１，２ の削減見通しとなる

※ただし、これはサーモスタットの作動による停止もしくは弱運転が実施
されている場合の見通しとなる。
今回の試験中もそうであったように、空調機の容量不足等の理由で、
常時１００％の出力で稼働している空調機では、
夏は室温が下がる、冬は室温が上がる等の温度変化に対する
効果は期待できるが、電力削減の効果は得られない可能性がある。

禁無断引用・転載禁止　有限会社 イオン化学
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投資効果の見積もり 

ビル全体（ＭＸ様使用フロアのみ） 
での空調室外機の暖房能力合計値は 

およそ １,５００ｋＷ 

エネフューチャー取付けには、

商品単価 ￥１,６００/暖房能力値ｋＷ 
  ＋ 
取付け工賃 のコストがかかり、 

１,５００ｋＷでは、商品価格は 

２４０万円 （商品は、年更新が必要）

これらより、 
エネフューチャーの取付け費用を差し引いた効果額は、

年間 約 ３２０万円 となる。

※メーカー希望小売価格

※別途取付け工賃が発生する場合があります

禁無断引用・転載禁止　有限会社 イオン化学



8 

３．詳細分析結果 

３－１．前提：データの解析対象範囲について 

今回の試験の対象エアコンは、一般的なオフィスフロアで稼働するもので
あるため、平日と休日および、就業時間と就業時間外とで、エアコンの稼
働状態が変わる。 
よって、条件が一定となる以下の日にち・時間帯のデータのみ抽出して解
析することとした。 

エネフューチャー取付け前の解析対象 エネフューチャー取付け後の解析対象

７/１６（水）、７/１７（木）、７/１８（金） 
７/２２（火）、７/２３（水）、７/２４（木） 

の６日間の  
９時～１７時半 

７/２８（月）、７/２９（火）、７/３０（水） 
７/３１（木）、８/ １（金）、８/ ４（月） 
８/ ５（火）、８/ ６（水）、８/ ７（木） 

の９日間の 
９時～１７時半 

禁無断引用・転載禁止　有限会社 イオン化学
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３－２．外気温の推移 

エアコンの消費電力量は、たとえ数度の差であっても外気温に大きく左右
される。下に、期間中の外気温の推移を示す。

外
気
温

[
℃

]
 

期間中の、９時～１７時半の 外気温（屋上で計測）の推移 

取付け前 取付け後 取付け前後の差 

平均気温 ３２．１℃ ３４．８℃ ２．７℃ 高い 

最高気温 ３６．０℃ ４２．０℃ ６．０℃ 高い 

最低気温 ２５．５℃ ２８．０℃ ２．５℃ 高い 

上表に示すように、取付け後は外気温が高い日が続き、 
テストとしてはかなり厳しい条件となった

ー  実データ 
◆ 日ごと平均

７/２４ ７/２８ ７/２９ ７/３０ ７/３１ ８/１ ８/４ 

取付け後 取付け前 

８/５ ８/６ ８/７ ７/１６ ７/１７ ７/１８ ７/２２ ７/２３ 

禁無断引用・転載禁止　有限会社 イオン化学
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３－３．日ごとの推移 

屋上で取得した気温と、執務室中央で取得した室温の日ごと平均および 
日ごとの総消費電力量を下に示す。 

0

5

10

15

20

25

30

35

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

7/16 7/17 7/18 7/22 7/23 7/24 7/28 7/29 7/30 7/31 8/1 8/4 8/5 8/6 8/7 

気温
[℃] 

33.3 31.4 26.8 32.1 34.2 34.8 31.0 32.9 32.8 35.5 35.5 35.9 37.0 36.5 35.6 

取付け前期間平均 

３２．１℃ 
取付け後期間平均 

３４．８℃ 

室温
[℃] 

25.3 26.5 25.7 26.0 26.6 25.7 25.7 25.4 25.2 24.9 25.3 25.0 26.2 24.9 25.0 

取付け前期間平均 

２６．０℃ 
取付け後期間平均 

２５．３℃ 

電力量
[kWh] 

55.3 42.5 43.4 53.8 49.7 58.9 43.4 55.5 48.0 57.7 57.4 58.7 60.0 58.5 58.2 

取付け前期間平均 

５０．６ｋＷｈ 
取付け後期間平均 

５５．３ｋＷｈ 

取付け前後期間通じて、気温の上昇に関わらず、消費電力量は一日およ
そ６０ｋＷｈで頭打ちになっている。これは、真夏の熱負荷に対して、エアコ
ンの能力が十分足りていないことを示しており、外気温が３５℃近辺にな
ると、終日ほぼ１００％出力で稼働せざるを得ない状態になっていた。

電
力
量

 [
ｋ
Ｗ
ｈ
]
 

期間中 日ごとの、９時～１７時半の 総電力量(左軸）、気温・室温(右軸)の推移 

温
度

[
℃

]
 

気温 
室温 
電力量 

禁無断引用・転載禁止　有限会社 イオン化学
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３－４．取付け前後の温度比較から分析される効果 

取付け前後の期間における、外気温、室温、電力量の各平均値を再度下
に示す。 

取付け前 取付け後 取付け前後の差 

平均気温 ３２．１℃ ３４．８℃ ２．７℃ 高い 

平均室温 ２６．０℃ ２５．３℃ ０．７℃ 低い 

総消費電力量 ５０．６ｋＷｈ ５５．３ｋＷｈ ９．３％ 増 

ここで、 
弊社が本試験と同時期に他社で条件をコントロールして行った 
試験結果を引用すると、 

室内環境を管理し、気温以外の熱の出入りを抑制した空間において、 
気温が３０℃を超える時期、外気温が１℃上昇するたび 
エアコンの消費電力は１５％～３０％増加することが分かっている。

この結果から下限値を取り、１℃あたりの消費電力増加を１５％とすると、 
外気温上昇分 ： ２．７℃ 
室温下降分 ： ０．７℃ 
合計温度差 ： ３．４℃ 

であるから、 
温度差からは、取付け後は取付け前に比べ 

３．４℃×１５％＝５１％ 分、 
エアコンが多くの仕事をしていたこととなる。
一方、計測された消費電力量は、取付け後は前に比べて９．３％増加して
いるから、差し引き

５１％ー９．３％＝４１．７％ 
の消費電力削減がなされたと言える。 

禁無断引用・転載禁止　有限会社 イオン化学



７/２２ ７/３０ 取付け前後の差 

平均気温 ３２．１℃ ３２．８℃ ０．７℃ 高い 

平均室温 ２６．０℃ ２５．２℃ ０．８℃ 低い 

総消費電力量 ５３．９ｋＷｈ ４８．１ｋＷｈ １０．８％ 減 
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３－５． 外気温の動きが似ている 
取付け前７/２２と取付け後７/３０のデータで比較 

電
力
量

 [
ｋ
Ｗ
ｈ
]
 

7/22と7/30の 瞬時電力(左軸)および気温・室温(右軸)推移 

温
度

[
℃

]
 

7/22 気温 7/30 気温 
7/22 室温 7/30 室温 
7/22 瞬時電力  7/30 瞬時電力 
7/22 弱運転領域 7/30 弱運転領域 

9:00 12:00 15:00 

前頁と同様に計算すると、温度差からは、取付け後は取付け前に比べ 
（０．７℃＋０．８℃）×１５％＝２２．５％ 分、 

エアコンが多くの仕事をしており、
一方、計測された消費電力量は、取付け後は前に比べて
１０．８％削減されているから、合算して

２２．５％＋１０．８％＝３３．３％ となる。 
比較的気温の低かった日同士の比較でも、これだけの削減が確認できた。 

禁無断引用・転載禁止　有限会社 イオン化学
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４．省電力効果見通し 

一般的なオフィスフロアにおける、空調機の月別消費電力推移は、 
下のグラフに代表される。 

一般的な、空調電力消費の推移 

４－１．空調機による消費電力量の月別推移の推定 
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本試験期間中、休日含む２４日間でエアコン[Ｄ]が消費した総電力量は、 
１,６５７ｋＷｈ/２４日

６階執務室には、同サイズのエアコンが３台稼働している。 
１ヶ月を３０日間で計算すると、１ヶ月間に３台が消費する合計電力量は、 

６,２１４ｋＷｈ/３０日・３台

これを、夏のピーク電力とおけば、 
３台が年間で消費する合計電力量は下のグラフで表され、その合計は 

３４,７９７ｋＷｈ/年間・３台

と、求まる。 

夏のピーク時電力消費を１００とする 

想定される、６階執務室の空調３台における電力消費の推移 

夏
の
ピ
ー
ク
時
消
費
を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
割
合

 
電
力
量

 [
ｋ
Ｗ
ｈ
]
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４－２．空調機による電力消費の削減見通し 

年間消費電力量の、年間推定値（左）と削減後見通し（右） 

エネフューチャーを導入した場合の、
６階執務室の空調３台相当で見込める消費電力量削減効果は以下のよ
うになる。

３章で分析したとおり、 
期間平均ではおよそ４１％相当の消費電力量の削減が確認できた。 

年間通じて４１％の電力消費の削減ができたとすると、 
削減可能な消費電力量は 

１４,２６７ｋＷｈ/年間

電力単価を２０円/ｋＷｈとおけば、節減となる電気料金(従量分のみ)は 

およそ ２８万円/年間 となる 

ただし、これはサーモスタットの作動による停止もしくは弱運転が実施されている場合の見通し
となる。今回の試験中もそうであったように、空調機の容量不足等の理由で、常時１００％の出
力で稼働している空調機では、夏は室温が下がる、冬は室温が上がる等の温度変化に対する
効果は期待できるが、電力削減の効果は得られない可能性がある。 

４１％減 

電
力
量

 [
ｋ
Ｗ
ｈ
]
 

推定年間消費電力量 エネフューチャーによる削減後見通し

禁無断引用・転載禁止　有限会社 イオン化学
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４－３．電力消費の削減効果の金額換算 

４－２項にて、エネフューチャーによる電力消費の削減見通しは、 
６階執務室において 
電気料金にして年間およそ２８万円であることが計算された。 

一方、エネフューチャー導入に関する経費は以下の通り。 

商品単価 ￥１,６００/空調能力[ｋＷ] 

６階執務室の３台のエアコン能力 各 ２５ｋＷ（暖房能力値）

取付け工賃 別途計算 

経費計 

￥１,６００×２５ｋＷ×３台＋取付け工賃＝１２万円（＋α） 

以上より、今回試験を行った６階執務室の空調機３台相当での効果額を
見積もると、 

エネフューチャーによる、電気料金の年間削減見通し額

およそ２８万円 

エネフューチャー導入費用（※年ごとに更新が必要）

およそ１２万円（＋α） 

差し引き年間効果額 

およそ１６万円 となる。

禁無断引用・転載禁止　有限会社 イオン化学
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５－１． 消費電力量が頭打ちに近づく 
 外気温３４℃～３６℃時のデータで室温と消費電力を比較 

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

0.35

0.4

0.45

0 2 4 6 8 1 2 4 6 8 2 2 4 6 8 3 2 4 6 8 4 2 4 6 8 5 2 4 6 8 6 2 4 6 8 7

電力消費レベルは同等 
平均的に気温が高いために、 
取付け後のほうが若干高めにシフト 

室温ヒストグラム 

瞬時電力ヒストグラム 

５．Ａｐｐｅｎｄｉｘ 

２０   ２２    ２４   ２６    ２８   ３０ 

温度[℃] 

相
対
度
数

 

■ 取付け前
■ 取付け後

室温の分布が低値へシフト 

■ 取付け前
■ 取付け後

０        ０．０１    ０．０２     ０．０３     ０．０４   ０．０５       ０．０６     ０．０７ 

瞬時電力[ｋＷ] 

相
対
度
数

 

同等の電力消費ながら、室温は安定して下げられていることが分かる。 

禁無断引用・転載禁止　有限会社 イオン化学
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５－２． 消費電力量が頭打ちにまでは至らない 
外気温２８℃～３１．５℃時のデータで室温と消費電力を比較 

0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

0.35

0.4

0.45

頻
度

0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0 4 6 8 4 6 8 4 6 8 4 6 8 4 4 6 8 4 6 8 6 4 6 8

取付け後には 
２６度を超える室温は
一切存在せず 

明らかに低値へシフト 

室温ヒストグラム 

瞬時電力ヒストグラム 

２０   ２２    ２４   ２６    ２８   ３０ 

温度[℃] 

相
対
度
数

 

０      ０．０１    ０．０２   ０．０３     ０．０４     ０．０５     ０．０６       ０．０７ 

瞬時電力[ｋＷ] 

相
対
度
数

 

■ 取付け前
■ 取付け後

■ 取付け前
■ 取付け後

電力消費が頭打ちにならず、熱入力に応じて空調機出力を調整可能な場合に
は、室温はさらに安定して設定値を実現するようになり、消費電力量も明らかに
抑えられていることが分かる。 

禁無断引用・転載禁止　有限会社 イオン化学
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